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６
月
定
例
会
は
、
６
月
７

日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
22

年
度
の
補
正
予
算
案
５
件
、

条
例
改
正
案
４
件
、
工
事
請

負
契
約
１
件
、
専
決
処
分
が

３
件
、
そ
の
他
１
件
の
14
議

案
と
報
告
事
項
１
件
を
審
議
、

提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案
を

原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決

し
た
。

 

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
８

名
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政

全
般
に
つ
い
て
質
し
た
。

補
正
予
算（
一
般
会
計
）

○
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金

１
１
０
万
円
追
加

○
基
金
繰
入
金

１
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

・
村
民
保
養
施
設
（
さ
ぎ
り

荘
）
建
設
事
業
費

３
８
５
０
万
円
追
加

・
バ
イ
オ
マ
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

事
業
費

　

１
５
７
０
万
円
追
加

２
福
祉
基
金
繰
入
金

・
後
期
高
齢
者
療
養
給
付
費

負
担
金
等１

２
０
０
万
円
追
加

３
教
育
施
設
整
備
基
金
繰
入

金

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設

整
備
費
（
鮫
小
改
修
）

６
６
０
万
円
追
加

・
公
民
館
大
集
会
室
暖
房
設

備
入
替
事
業
費

１
１
０
０
万
円
追
加

○
村
債
（
過
疎
対
策
事
業
債
）

・
村
民
保
養
施
設
建
設
事
業

債

６
０
０
０
万
円
追
加

○
村
民
保
養
施
設
（
さ
ぎ
り

荘
）
建
築
用
材
製
材
業
務

委
託
料１

０
０
０
万
円
追
加

○
村
民
保
養
施
設
（
さ
ぎ
り

荘
）
建
設
工
事
請
負
費

９
１
５
０
万
円
追
加

○
堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

請
負
費

　

１
５
７
７
万
５
千
円
追
加

○
公
営
住
宅
建
設
工
事
設
計
・

管
理
業
務
委
託
料

３
６
８
万
２
千
円
追
加

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設

整
備
工
事
請
負
費
（
鮫
小

校
舎
改
修
費
）

６
０
０
万
円
追
加

○
公
民
館
大
集
会
室
暖
房
設

備
入
替
工
事
請
負
費

１
１
０
０
万
円
追
加

会　計　別 補　正　額 補正後の予算額

一　般　会　計 1億5817万9千円増 29億9817万9千円

特　

別　

会　

計

国保
事業勘定 400万円増 4億7600万円

直診勘定 0 8800万円

簡　易　水　道 176万3千円増 8348万円

介　護　保　険 295万9千円減 4億504万8千円

学　校　給　食 22万9千円減 1億3328万7千円

合　　　　　計 1億6075万7千円増 41億8399万４千円

補正が行われた５会計。
国保会計・直診勘定の総額は変わらず内容が変更された。

歳
入
補
正
の
主
な
も
の

歳
出
補
正
の
主
な
も
の

　「さぎり荘」改築で舘山公園の杉材を使用、また、村
内森林資源の活用・景観保全のため、熱源に“薪ボイ
ラー”を導入。放課後児童クラブ利用施設として「鮫
川小学校」空き教室の改修事業費などの予算を補正。

一般会計補正予算一般会計補正予算　　
１億５８１７万９千円１億５８１７万９千円を追加可決を追加可決

予算総額を２９億９８１７万９千円に　　

大
樂　

勝
弘　

村
長
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舘
山
公
園
の
杉
材
は
、

村
民
保
養
施
設
（
さ
ぎ
り
荘
）

建
築
用
材
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
使
用
す
る
の
か
。
ま
た
、

舘
山
公
園
の
植
樹
祭
の
と
き
、

切
り
株
を
見
た
が
直
径
45
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
が
建

築
用
途
に
よ
っ
て
は
心
配
も

あ
る
。
用
途
や
使
用
数
量
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（
星　

一
彌
議
員
）

 

答
弁　

村
長　

委
託
料
１
０

０
０
万
円
は
製
材
プ
レ
カ
ッ

ト
料
金
と
し
て
計
上
し
た
。

杉
材
で
目
の
粗
い
も
の
は
使

用
し
な
い
。

　
　

広
域
入
所
負
担
金
８
０

万
６
千
円
と
あ
る
が
、
他
町

村
へ
の
保
育
園
入
所
者
は
何

人
い
た
の
か
。
ま
た
、逆
ケ
ー

ス
で
他
町
村
か
ら
の
入
所
者

は
現
在
何
人
く
ら
い
来
て
い

る
の
か
。

（
星　

一
彌
議
員
）

 

答
弁　

村
長　

お
母
さ
ん
が

塙
町
で
の
勤
務
関
係
に
よ
り
、

塙
町
保
育
園
に
１
名
委
託
し

て
い
る
。他
町
村
か
ら
預
か
っ

て
い
る
子
ど
も
は
２
名
。

　
　

公
営
住
宅
建
設
工
事
設

計
・
管
理
業
務
委
託
料
の
３

６
８
万
２
千
円
の
追
加
に
つ

い
て
は
、
当
初
予
算
額
５
６

０
万
円
へ
の
追
加
額
と
な
る

が
、
内
容
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

（
星　

一
彌
議
員
）

 

答
弁　

村
長　

国
の
設
計
費

と
基
準
額
の
見
直
し
が
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
。
今
年
度
の

「
ひ
だ
ま
り
荘
」
裏
の
村
営

住
宅
建
設
は
、
景
観
的
に
良

い
「
１
棟
２
世
帯
２
階
建
て
」

の
設
計
図
を
使
用
し
、
設
計

費
は
安
く
上
が
っ
た
が
、
設

計
監
理
費
は
新
た
な
仕
事
で

あ
っ
て
、
国
の
基
準
が
変
わ

り
増
加
し
た
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施

設
整
備
工
事
費
６
０
０
万
円

は
学
校
の
ど
こ
を
予
定
さ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ

加
入
者
数
と
不
審
者
侵
入
の

安
全
対
策
は
万
全
か
。

（
星　

一
彌
議
員
）

 

答
弁　

村
長　

鮫
小
校
舎
の

後
ろ
側
に
小
学
校
統
合
で
増

設
し
た
プ
レ
ハ
ブ
の
２
教
室

が
現
在
空
い
て
い
る
。
こ
れ

を
利
用
し
て
の
運
営
を
す
る

が
、
ト
イ
レ
と
洗
面
所
を
設

置
し
衛
生
設
備
を
完
備
し
た

い
。

 

答
弁　

教
育
長　

現
在
16
名

の
児
童
が
入
所
。
安
全
面
で

は
、
今
の
場
所
よ
り
は
学
校

な
の
で
安
全
と
考
え
る
。
子

ど
も
た
ち
も
伸
び
伸
び
行
動

が
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
費
の
補
正
増
は
設
計
内
容

が
変
わ
っ
た
の
か
、
ま
た
、

工
事
費
が
増
加
さ
れ
た
の
か
。

（
前
田
武
久
議
員
）

 

答
弁　

農
林
課
長　

当
初
予

算
は
概
算
額
で
あ
っ
た
。
今

回
精
密
な
設
計
を
組
ん
だ
結

果
、
１
５
０
０
万
円
程
不
足

し
た
の
で
補
正
を
し
た
。
設

計
内
容
で
は
、
総
体
的
な
も

の
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
　

概
算
設
計
は
誰
が
行
っ

た
の
か
。

（
前
田
武
久
議
員
）

 

答
弁　

農
林
課
長　

建
築
士

並
び
に
、
他
の
方
の
意
見
を

聞
き
概
算
的
に
予
算
を
計
上

し
た
。

　
　

当
初
予
算
編
成
か
ら
３

ケ
月
経
ち
、
こ
の
間
、
単
価
・

面
積
が
は
っ
き
り
し
、
概
算

設
計
額
が
下
回
っ
た
よ
う
だ

が
、
当
初
予
算
か
ら
１
０
０

０
万
円
以
上
の
不
足
額
が
出

る
事
態
は
財
政
上
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
の
で
充
分
気

を
つ
け
て
欲
し
い
。　

（
前
田
武
久
議
員
）

 

答
弁　

村
長　

わ
ず
か
な
期

間
で
補
正
と
な
っ
た
。
今
後

気
を
つ
け
た
い
。

▼
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

平
成
21
年
度
で
予
算
措
置

し
た
、
国
の
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
事
業
な
ど
を
財

源
と
し
た
25
事
業
を
22
年
度

に
繰
越
し
た
こ
と
の
報
告
。

繰
越
の
事
業
費
総
額
は
８
億

９
６
３
０
万
９
千
円
。

▼
鮫
川
村
税
条
例
の
一
部
改

正
　

た
ば
こ
税
で
、
今
年
10
月

１
日
以
後
の
売
り
渡
し
か
ら
、

現
行
の
１
０
０
０
本
に
つ
き

１
３
２
０
円
が
増
収
と
な
る
。

▼
鮫
川
村
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

　

国
保
税
の
課
税
限
度
額
を

医
療
保
険
分
「
47
万
円
を

50
万
円
に
」、
後
期
支
援
金
分

「
12
万
円
を
13
万
円
に
」
引
き

上
げ
る
も
の
。
ま
た
、
国
保

加
入
者
で
、
解
雇
等
に
よ
り

職
を
失
い
、
雇
用
保
険
を
受

給
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、

国
保
税
（
所
得
割
）
算
定
に

お
い
て
、
給
与
所
得
が
あ
る

場
合
は
、
特
例
で
そ
の
給
与

所
得
額
の
30
％
に
相
当
す
る

金
額
と
す
る
。
平
成
22
年
度

か
ら
適
用
。

補
正
予
算
質
疑

問問

問問

問

問問

報
告
事
項

専
決
処
分
を
承
認

鮫川小学校空き教室
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▼
鮫
川
村
税
特
別
措
置
条
例

の
一
部
改
正

　

取
得
価
格
２
７
０
０
万
円

を
超
え
る
新
設
等
の
償
却
資

産
の
課
税
免
除
期
間
を
平
成

22
年
３
月
31
日
か
ら
平
成
23

年
３
月
31
日
ま
で
延
期
す
る
。

―
専
決
処
分
と
は
ー

　

村
長
が
、
緊
急
の
た
め
議

会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
い
と
き
等
に
、
議
決
す

べ
き
事
柄
を
処
分
す
る
こ
と
。

　

こ
の
場
合
は
、
次
の
議
会

に
報
告
し
議
会
の
承
認
を
求

め
る
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

▼
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
３

歳
未
満
の
子
を
持
つ
職
員
の

深
夜
勤
務
（
午
後
10
時
か
ら

午
前
５
時
）
に
つ
い
て
規
制

を
設
け
る
も
の
。

▼
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

育
児
休
業
の
適
用
が
夫
、

妻
の
双
方
に
認
め
ら
れ
る
も

の
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

平
成
22
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
の
按
分
率
（
税
率
）

を
定
め
る
も
の
。

▼
定
住
促
進
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

定
住
促
進
住
宅
に
「
旧
診

療
所
医
師
住
宅
」
を
加
え
る
。

▼
村
道
路
線
の
認
定

　

新
た
に
村
道
路
線
と
し
て

「
江
竜
田
塙
線
」を
認
定
す
る
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
）

・
契
約
の
目
的

鮫
川
村
公
民
館
耐
震
補
強
工
事

・
契
約
金
額

４
７
８
２
万
７
千
５
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方

藤
田
建
設
工
業
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　

藤
田　

光
夫

そ　

の　

他

議　　案　　調　　査
　議会開会中、各常任委員会は、諸議案の内容について調査を行い詳細に
ついて各課長などから聞き取り検討調査した。

補
正
予
算
調
査
内
容

（
主
な
も
の
）

○
村
民
保
養
施
設
建
築

用
材
製
材
業
務
委
託
料

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

施
設
整
備
設
計
業
務
委

託
料
、
工
事
請
負
費
○

公
民
館
大
集
会
室
暖
房

設
備
入
替
工
事
請
負
費

○
村
有
施
設
借
地
料

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

補
正
予
算
調
査
内
容

（
主
な
も
の
）

○
堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事
請
負
費
○
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
事
業
協
定
農
地
測
量

業
務
委
託
料
○
公
営
住

宅
建
設
工
事
設
計
・
管

理
業
務
委
託
料
○
道
路

維
持
費
、
立
木
補
償
費

○
林
道
改
良
工
事
請
負

費

総
務
文
教
常
任
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正

　

全
会
一
致
で
可
決

村道江竜田塙線（江竜田大橋）
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宗
田　

雅
之　

議
員

将来を見据えた村づくりの考えは

魅力ある地域づくり事業、地域の
定住者を維持していく施策を推進する

 

質
問　

人
口
４
０
０
０
人
弱

の
本
村
の
高
齢
化
率
は
30
％

に
達
し
て
い
る
が
、
様
々
な

対
策
が
必
要
と
考
え
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

①
道
路
、
河
川
清
掃
の
奉
仕

活
動
は
高
齢
者
に
は
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
検
討
す
べ
き

時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

②
公
共
事
業
に
よ
る
使
い
支

え
に
よ
り
、
企
業
や
従
業
員

の
生
活
を
守
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

③
役
場
窓
口
業
務
の
利
用
し

や
す
い
時
間
の
設
定
や
、
※

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入

の
考
え
は
。

④
高
齢
者
の
緊
急
時
対
応
の

担
い
手
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

は
大
事
と
思
う
が
。

 

答
弁
（
村
長
）

①
困
難
な
場
合
に
は
、
組
長

各
区
長
さ
ん
と
連
絡
調
整
を

図
り
義
務
免
除
扱
い
で
お
願

い
す
る
。

②
受
注
業
者
に
は
、
村
内
関

係
業
者
に
声
掛
け
を
義
務
付

け
、
利
益
を
集
中
さ
せ
る
の

で
な
く
広
く
業
者
に
行
き
渡

る
よ
う
な
発
注
の
仕
組
み
を

検
討
す
る
。

③
事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
、
職
員
が
待
機
し
て
対

応
す
る
等
、
今
後
も
住
民
の

利
便
を
図
る
。

④
各
種
団
体
、
個
人
の
協
力

を
得
な
が
ら
担
い
手
育
成
を

進
め
る
。
ま
た
要
援
護
者
登

録
制
度
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
活
用
、
民
生
委
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
す
る
。

 

再
質
問　

③
村
外
に
勤
め
る

人
の
た
め
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
の
導
入
な
ど
、
村
民
目

線
の
対
応
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

④
役
場
職
員
を
地
域
の
担
い

手
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
育
成

を
し
て
は
い
か
が
か
。

　 

答
弁
（
村
長
）

③
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
導

入
し
な
く
て
も
村
民
の
要
望

に
応
え
ら
れ
る
電
話
で
の
対

応
を
す
る
。

④
気
楽
に
相
談
し
て
い
た
だ

け
る
職
員
の
育
成
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。

 

質
問　

路
線
バ
ス
の
便
数
が

減
少
し
、
交
通
弱
者
に
と
っ

て
は
買
い
物
に
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
考
え
る
と
移

送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
例
え

ば
村
営
タ
ク
シ
ー
業
務
に
よ

り
、
不
便
を
感
じ
さ
せ
な
い

取
り
組
み
も
必
要
と
考
え
る

が
。

 

答
弁
（
村
長
）

   

福
島
交
通
２
路
線
の
維
持

の
た
め
の
定
期
券
の
補
助
制

度
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た

村
国
保
診
療
所
の
患
者
送
迎

車
を
利
用
し
、
買
い
物
や
役

場
、
郵
便
局
、
農
協
等
へ
の

用
事
が
足
せ
る
よ
う
な
運
行

も
し
て
い
る
。
今
後
、
生
活

交
通
の
確
保
の
事
業
を
※
過

疎
債
を
使
用
し
検
討
す
る

 

再
質
問　

村
営
タ
ク
シ
ー
を

運
行
し
て
は
ど
う
か
。

 

答
弁
（
村
長
）

  

診
療
所
へ
の
送
迎
車
の
利

用
頻
度
を
高
め
て
も
ら
う
工

夫
を
す
る
と
共
に
、
別
な
交

通
手
段
も
考
え
る
時
期
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

　　　　　　　　　　村の考えを問う一 般 質 問

更なる住民サービスが求められる
窓口業務

高齢者の利活用が期待される“患者送迎車”

答 問

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
提
供
に
つ

い
て

民
間
事
業
者
の
活
用
、
村
内
商
店
に

よ
る
移
動
販
売
や
ご
用
き
き
等
も
視

野
に
い
れ
て
検
討
す
る
。

※
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

　

職
員
の
総
労
働
時
間
を
定

め
て
お
き
、
そ
の
枠
内
で
各

自
の
始
業
、
終
業
の
時
刻
を

自
主
的
に
決
定
し
て
働
く
制

度※
過
疎
債
（
か
そ
さ
い
）

  

過
疎
指
定
を
受
け
て
い
る

自
治
体
へ
の
国
か
ら
の
有
利

な
貸
し
付
け
金



さめがわ議会だより第121号　６

　　　　　　　　　　　　　　　　村の考えを問う 一 般 質 問

修明高校鮫川校周辺の環境整備、
　　　　　　　運動施設の改修計画は

本年度から順次施設整備を進める

 

質
問　

修
明
高
校
鮫
川
校
の

存
続
に
向
け
た
環
境
整
備
の

支
援
、
鮫
川
高
生
や
中
学
生

が
連
日
活
用
し
て
い
る
運
動

施
設
整
備
に
つ
い
て
次
の
点

を
伺
う
。

①
修
明
高
の
存
続
に
向
け
た

支
援
策
は

②
学
校
周
辺
の
駐
車
場
や
集

水
溝
な
ど
の
環
境
整
備
の
計

画
は

③
村
民
運
動
場
の
排
水
、バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
、
ト
イ

レ
の
状
況
と
改
修
計
画
は

　 

答
弁
（
村
長
）

①
振
興
会
補
助
金
の
交
付
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
弾
力
的
な

利
便
、
老
人
会
と
の
交
流
事

業
の
送
迎
、ト
レ
セ
ン
や
プ
ー

ル
の
利
活
用
、
体
育
文
化
活

動
の
助
成
で
支
援
し
て
い
る
。

 

答
弁
（
教
育
長
）

②
草
刈
作
業
や
清
掃
を
実
施

し
て
い
る
。

③
運
動
場
の
排
水
状
況
が
悪

く
、
フ
ェ
ン
ス
等
の
防
護
柵

や
器
具
保
管
倉
庫
の
破
損
、

公
衆
ト
イ
レ
や
水
道
施
設
の

老
朽
化
が
著
し
い
。

　

今
後
村
民
運
動
場
の
整
備

計
画
を
つ
く
り
、
本
年
度
か

ら
順
次
施
設
整
備
を
進
め
る
。

公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
緊

急
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
す

る
。

 

再
質
問　

未
舗
装
の
駐
車
場

は
県
、
村
ど
ち
ら
が
整
備
す

べ
き
な
の
か
。
ま
た
村
民
運

動
場
の
年
間
利
用
状
況
を
伺

う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

答
弁
（
教
育
長
）

 

中
学
校
と
高
校
は
普
段
か
ら

利
用
し
て
い
る
。
村
民
の
利

用
が
７
月
大
会
、
４
年
に
一

度
郡
大
会
、
そ
の
他
村
民
は

２
〜
３
回
の
利
用
と
な
っ
て

い
る
。

 

答
弁
（
村
長
）

　

駐
車
場
は
村
が
整
備
を
進

め
る
。
砂
利
敷
な
ど
早
い
時

期
に
整
備
を
す
る
。

　

ト
イ
レ
と
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、

排
水
整
備
に
つ
い
て
も
23
年

度
の
県
南
大
会
ま
で
に
は
整

備
を
進
め
る
べ
く
検
討
を
す

る
。

 

質
問　

地
域
の
産
婦
人
科
や

小
児
科
等
の
医
療
機
関
の
衰

退
は
、
子
育
て
支
援
や
定
住

人
口
の
確
保
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
、
過
疎
化
を
助
長

さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
「
住
民

の
医
療
に
対
す
る
不
安
」
の

解
消
に
は
、
各
自
治
体
が
先

導
し
て
関
係
機
関
と
連
携
し

た
対
策
が
急
務
と
考
え
る
が
。

 

答
弁
（
村
長
）

　

こ
の
地
域
で
は
県
南
地
域

救
急
医
療
対
策
協
議
会
や
県

南
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議

会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
保
健

医
療
福
祉
対
策
を
講
じ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た

東
白
川
郡
医
師
会
と
管
内
町

村
共
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
、
一
定
の
評
価
が
寄

せ
ら
れ
、
福
島
医
大
で
は
こ

れ
に
注
目
し
て
東
白
川
地
域

医
療
を
考
え
る
事
業
を
進
め

て
い
る
。

 

再
質
問　

地
域
医
療
に
係
わ

る
医
師
の
人
材
教
育
は
他
町

村
に
も
働
き
か
け
て
我
が
村

か
ら
発
信
す
べ
き
で
な
い
の

か
。

 

答
弁
（
村
長
）

  

県
は
奨
学
寄
付
金
制
度
で

医
師
を
確
保
す
る
動
き
が
あ

る
。
村
は
農
業
従
事
者
の
奨

学
金
返
納
免
除
の
制
度
が
あ

る
が
、
医
師
も
加
え
て
検
討

し
て
も
い
い
と
考
え
る
。

地域医療の充実が叫ばれる緊急病院

環境整備が待たれる村民運動場

答 問

広
域
的
地
域
医
療
の
充
実
策
は

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
医
療

対
策
を
進
め
る

関
根　

政
雄　

議
員



７　さめがわ議会だより第121号

　　　　　　　　　　村の考えを問う一 般 質 問

坂
本　

忠
雄　

議
員

蛭
田　

武
彦　

議
員

中山間地域等直接支払い制度の
　　　　　　　　　　取り組み状況は

鹿角平観光牧場クロスカントリー
　　　　　　コースの整備事業計画は

無駄なく国の資金を活用できるように、
　　　村民の協力と地域の指導を願う

専門家の監修により地場産業の
　　　活性化を目指して整備を進める

 

質
問　

こ
の
制
度
は
経
済
的

に
も
農
村
景
観
を
維
持
す
る

上
で
も
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
第
３
期
対
策
へ
の
取
り
組

む
集
落
協
定
の
ま
と
ま
り
状

況
は
ど
う
か
。

②
一
部
集
落
で
は
話
し
合
い

が
難
航
し
て
い
る
と
聞
く
が

ど
の
よ
う
に
指
導
す
る
の
か
。

③
刈
払
い
機
の
使
用
は
危
険

が
伴
う
の
で
資
格
取
得
の
講

習
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

 

答
弁
（
村
長
）

①
協
定
数
、
面
積
と
も
２
期

対
策
と
同
程
度
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

②
引
き
続
き
参
加
者
へ
の
働

き
か
け
を
継
続
し
た
い
。

③
活
動
の
一
環
と
し
て
講
習

会
を
企
画
し
た
い
と
思
う
。

開
催
場
所
、
回
数
に
つ
い
て

は
検
討
し
た
い
。

 

再
質
問　

急
傾
斜
を
見
直
し

た
場
合
、
箇
所
が
抜
け
て
い

て
価
格
が
下
が
っ
た
場
所
が

あ
っ
た
よ
う
だ
が
。

 

答
弁
（
村
長
）

　

急
傾
斜
の
場
合
、
道
路
や

河
川
を
挟
ん
だ
場
合
に
見
直

し
が
あ
り
間
違
っ
た
箇
所
も

あ
っ
た
よ
う
だ
が
適
正
な
指

導
を
し
な
が
ら
急
傾
斜
地
で

支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
る
。

里山の環境保全は村の誇り

 

質
問　

こ
の
事
業
計
画
は
各

高
校
、
大
学
で
は
有
効
性
と

環
境
に
期
待
し
て
い
る
。
外

か
ら
人
が
集
ま
れ
ば
、
施
設

利
用
や
雇
用
対
策
な
ど
村
活

性
化
に
結
び
つ
く
。
コ
ー
ス

の
隣
接
す
る
国
有
林
が
在
る

と
す
る
な
ら
ば
、
継
続
要
望

し
、
練
習
コ
ー
ス
だ
け
で
な

く
将
来
競
技
の
で
き
る
コ
ー

ス
づ
く
り
を
す
べ
き
。
ま
た

今
後
の
走
路
整
備
後
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

                
 

答
弁
（
村
長
）

　

去
る
４
月
５
日
に
県
南
陸

連
の
関
係
者
も
同
行
し
て
コ

ー
ス
の
監
修
を
し
て
い
た
だ

い
た
が
問
題
が
な
く
２
５
０

０
ｍ
の
走
路
を
草
地
内
に
計

画
し
、
秋
口
に
は
完
成
さ
せ

た
い
。
ま
た
国
有
林
を
活
用

し
た
林
間
コ
ー
ス
は
今
後
検

討
す
る
。

　

維
持
管
理
は
村
直
営
で
草

刈
り
を
行
う
程
度
と
し
、
本

格
的
な
管
理
運
営
の
委
託
は

来
年
度
提
案
し
た
い
。
な
お
、

宿
泊
受
け
入
れ
な
ど
に
つ
い

て
は
鹿
角
平
観
光
セ
ン
タ
ー
、

村
商
工
会
と
協
議
を
進
め
る
。

※
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

丘
陵
、
森
林
な
ど
横
断
し

て
設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
で
行

う
長
距
離
競
走
。

走路コース整備が期待される鹿角平観光牧場

※



さめがわ議会だより第121号　８

　　　　　　　　　　　　　　　　村の考えを問う 一 般 質 問

有機農産物産地化の取り組みを問う

村独自の特別栽培認証制度で
　　　　　　他地域との差別化を図る

 

質
問　

県
は
中
山
間
地
域
で

大
規
模
機
械
化
の
条
件
を
満

た
さ
な
い
地
域
を
指
定
し
、

Ｊ
Ａ
と
の
連
携
に
よ
り
、
技

術
指
導
、
販
売
指
導
を
含
め
、

小
規
模
の
有
機
栽
培
や
特
別

栽
培
に
付
加
価
値
を
高
め
な

が
ら
地
域
農
業
の
活
性
化
の

支
援
に
乗
り
出
し
た
。

　

村
は
こ
の
事
業
に
参
画
し
、

地
域
の
振
興
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　 

答
弁
（
村
長
）

　

こ
の
事
業
は
「
水
と
土
を

守
る
、
環
境
と
共
生
す
る
農

業
実
践
支
援
事
業
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
技
術
の
普
及
を
含
め
、

中
山
間
地
域
の
農
業
の
再
構

築
を
促
す
目
的
と
し
て
本
年

度
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

村
は
既
に
「
バ
イ
オ
マ
ス

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
構
想
」「
鮫
川
村

特
別
栽
培
農
産
物
認
証
制
度
」

を
実
践
し
、
県
は
技
術
面
も

含
め
て
支
援
す
る
と
の
約
束

を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

再
質
問　

県
か
ら
の
技
術
指

導
は
こ
の
制
度
に
加
入
し
て

受
け
る
の
か
、
ま
た
前
の
事

業
の
継
続
で
指
導
を
受
け
る

の
か
。

 

答
弁
（
村
長
）

　

有
機
栽
培
に
つ
い
て
県
の

技
術
指
導
は
受
け
る
が
地
域

指
定
は
受
け
な
い
。
堆
肥
セ

ン
タ
ー
の
堆
肥
を
供
給
す
る

こ
と
で
、
独
自
の
有
機
栽
培

が
で
き
る
地
域
と
し
て
、
差

別
化
を
図
り
た
い
。

 

質
問　

こ
の
制
度
は
来
年
度

か
ら
の
本
格
的
な
実
施
に
向

け
て
、
農
業
者
は
加
入
す
る

こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
が
、

本
村
の
加
入
状
況
と
未
加
入

者
へ
の
推
進
を
ど
の
よ
う
に

対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

 

答
弁
（
村
長
）

  

本
村
の
状
況
は
４
月
に
各

農
家
か
ら
水
稲
生
産
実
施
計

画
書
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
に

基
づ
き
各
農
事
組
合
を
通
じ

て
加
入
申
請
を
送
付
し
、
６

月
22
日
ま
で
受
付
事
務
を
行

う
。

　

今
後
広
報
等
を
通
じ
て
再

度
周
知
し
て
い
く
。

 

再
質
問　

こ
の
制
度
は
全
戸

加
入
し
制
度
を
見
直
し
て
よ

り
高
い
農
業
生
産
を
上
げ
る

方
向
に
仕
向
け
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

 

答
弁
（
村
長
）

  

こ
の
制
度
の
加
入
は
減
反

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
が
条
件

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
村
は
条

件
を
満
た
し
て
い
る
の
で
、

全
員
が
こ
の
制
度
で
補
て
ん

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
む
。

里山の景観を保全する管理耕作水田

有機農業の拠点となる堆肥センター建設予定地

星　
　

一
彌　

議
員

答 問

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
加
入
状
況
は

対
象
農
家
の
99
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
実

施
計
画
が
だ
さ
れ
て
い
る

※

※
戸
別
所
得
補
償
制
度

　

策
定
さ
れ
た
「
生
産
数
量

目
標
」
に
即
し
て
主
要
農
産

物
の
生
産
を
行
っ
た
農
業
者

に
対
し
て
、
生
産
に
要
す
る

費
用
と
販
売
価
格
と
の
差
額

を
基
本
と
す
る
交
付
金
を
交

付
す
る
こ
と
。



９　さめがわ議会だより第121号

　　　　　　　　　　村の考えを問う一 般 質 問

前
田　

武
久　

議
員

高齢者総合福祉センター
　　　　「ひだまり荘」の運営を問う
総合的な検討を理事・評議員の
　　　　皆様と議論し進めていきたい

 

質
問　
「
特
別
老
人
ホ
ー
ム
」

の
誘
致
条
項
と
し
て
、
社
会

福
祉
協
議
会
で
運
営
し
て
い

る
「
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
・

短
期
入
所
生
活
介
護
サ
ー
ビ

ス
は
、
業
務
を
「
み
や
ぎ
会
」

に
移
管
す
る
。
そ
の
際
、
従

事
し
て
い
る
職
員
は
同
法
人

で
引
続
き
雇
用
し
て
も
ら
う

と
の
、
村
長
公
約
に
よ
り
、

決
議
し
て
補
助
金
が
支
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
公
約

実
現
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　

ま
た
高
齢
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
荘
」
の

運
営
に
つ
い
て
、
村
か
ら
支

出
し
た
委
託
料
の
金
額
と
運

営
動
向
の
推
移
状
況
を
尋
ね

る
。
 

答
弁
（
村
長
）

　

み
や
ぎ
会
で
は
介
護
報
酬

の
対
応
や
人
材
確
保
、
職
員

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
状

況
も
あ
り
、
ひ
だ
ま
り
荘
の

介
護
部
門
の
移
譲
は
進
ん
で

い
な
い
。
今
後
、
社
会
福
祉

協
議
会
理
事
・
評
議
員
会
に

て
総
合
的
に
論
議
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
た
い
。

  

ま
た
村
か
ら
の
委
託
料
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。　
　
　
　

15
年
度　

３
４
，６
４
０
千
円

16
年
度　

３
３
，０
２
６
千
円

17
年
度　

２
３
，３
６
３
千
円

18
年
度　

２
０
，８
６
１
千
円

19
年
度　

２
５
，４
６
５
千
円

20
年
度　

３
３
，９
５
５
千
円

21
年
度　

３
０
，５
７
２
千
円

　

次
に
「
ひ
だ
ま
り
荘
」
の

介
護
保
険
事
業
分
の
推
移
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

15
年
度　

８
３
，５
４
５
千
円

16
年
度　

９
２
，７
９
３
千
円

17
年
度　

９
５
，３
１
０
千
円

18
年
度
１
０
５
，６
５
０
千
円

19
年
度
１
１
６
，８
３
４
千
円

20
年
度　

９
２
，７
８
０
千
円

21
年
度
１
０
２
，１
１
９
千
円

　

こ
の
う
ち
約
12
・
５
％
は
村

負
担
で
、
そ
の
他
は
国
・
県

な
ど
の
負
担
金
と
な
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　

 

再
質
問　

移
譲
で
き
な
い
要

因
と
し
て
「
み
や
ぎ
会
」
と

「
ひ
だ
ま
り
荘
」
の
職
員
の
給

与
の
格
差
が
あ
る
か
ら
と
考

え
る
が
詳
し
く
聞
き
た
い
。

 

答
弁
（
村
長
）

　

介
護
保
険
事
業
は
一
般
財

源
か
ら
補
て
ん
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
「
み
や
ぎ
会
」

に
お
願
い
す
る
の
も
一
つ
で

あ
る
。
現
在
は
順
調
に
介
護

事
業
が
回
転
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
ま
ま
推
移
を
見
守
り
た

い
。　
　
　
　

　
　
　

 

再
質
問　

移
譲
に
む
け
た
話

し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
の
か
、

移
譲
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、

ま
た
村
長
任
期
中
に
実
行
で

き
る
の
か

 

答
弁
（
村
長
）

　

村
協
議
会
と
み
や
ぎ
会
と

の
職
員
の
給
与
の
不
都
合
が

解
消
さ
れ
れ
ば
、
移
譲
し
た

い
と
考
え
る
。
任
期
中
の
実

行
は
約
束
で
き
な
い
が
、
今

年
度
の
早
い
機
会
に
話
し
合

い
を
持
ち
取
り
組
む
。

 

質
問　

口
蹄
疫
感
染
拡
大
が

新
型
エ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
様

に
拡
大
す
れ
ば
、
畜
産
農
家

に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
る
。

国
県
、
村
の
防
疫
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

 

答
弁
（
村
長
）

　

国
県
は
家
畜
の
健
康
状
態

の
確
認
調
査
を
実
施
し
異
常

家
畜
が
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
畜
産
農
家
に
防
疫
対
策
の

徹
底
を
周
知
し
た
。

  

県
畜
産
振
興
協
会
で
は
既

に
消
石
灰
20
キ
ロ
を
無
償
配

布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

次
に
白
河
地
方
自
衛
防
疫

協
議
会
は
市
町
村
、
畜
産
団

体
、
獣
医
師
と
連
携
を
取
り

対
策
会
議
を
開
催
し
た
。

  

村
と
し
て
は
畜
産
農
家
全

戸
に
注
意
喚
起
の
チ
ラ
シ
配

布
と
「
踏
み
込
み
消
毒
」
を

無
償
で
配
布
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

介護福祉サービスに努める村内介護施設

答 問

口
蹄
疫
流
入
感
染
防
止
の
取
り
組
み

は情
報
の
収
集
と
注
意
喚
起
を
促
し
、

防
疫
に
努
め
る
。



さめがわ議会だより第121号　10

　　　　　　　　　　　　　　　　村の考えを問う 一 般 質 問

村商業の活性化をどう考えているのか

「人々が集まる魅力づくり」を推進し　
　　　　　　　　　活性化につなげる

 

質
問　

高
齢
者
の
生
活
の
質

の
確
保
か
ら
、「
舘
山
公
園
」

「
手･

ま
め
・
館
」、「
さ
ぎ
り

荘
」
を
フ
ル
に
活
用
し
な
が

ら
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を

融
合
し
、「
小
さ
く
て
も
便
利

な
商
店
の
立
地
」
が
必
要
と

思
う
が
、
商
業
の
活
性
化
の

方
策
を
伺
う
。　

 

答
弁
（
村
長
）

　

中
心
街
の
商
店
の
活
性
化

を
図
る
に
は
、「
人
々
が
集
ま

る
魅
力
づ
く
り
」
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
「
手
・
ま
め
・
館
」
に
は
パ

ン
や
焼
き
菓
子
、
総
菜
な
ど

の
加
工
施
設
と
喫
茶
室
の
増

築
工
事
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
舘
山
公
園
の
散
策
路
を
整

備
す
る
な
ど
の
魅
力
づ
く
り

を
進
め
る
。

　

さ
ぎ
り
荘
の
改
築
は
温
泉

入
浴
客
の
増
加
が
商
業
振
興

と
結
び
つ
く
よ
う
な
展
開
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
高
齢
者
が
安
心
し
て

買
い
物
が
で
き
る
仕
組
み
や
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
集

客
や
「
都
市
と
の
交
流
」
で
、

商
店
の
活
性
化
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。

 

質
問　

簡
易
水
道
、
集
落
排

水
の
普
及
率
は
ど
の
程
度
か
。

ま
た
未
整
備
地
で
は
、
個
人

水
道
を
利
用
す
る
家
庭
が
多

く
、
雨
で
濁
る
こ
と
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
水
質
検
査
や
浄

水
器
設
備
の
補
助
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

 

答
弁
（
村
長
）

　

水
道
普
及
率
は
次
の
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

今
後
は
水
道
普
及
率
の
向

上
を
図
る
た
め
に
、
施
設
の

充
実
を
考
え
て
い
る
。
区
域

は
「
落
合
地
区
」「
茅
、岡
田
、

切
払
、
寅
卯
平
地
区
」
を
予

定
し
て
い
る
。

　

個
人
水
道
の
検
査
項
目
に

つ
い
て
は
個
人
負
担
で
お
願

い
し
た
い
。
浄
水
器
に
対
す

る
補
助
に
つ
い
て
は
、
現
在

簡
易
水
道
を
使
用
し
て
い
て

も
、
浄
水
器
を
個
人
で
設
置

し
て
い
る
家
庭
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
も
個
人
負
担
で
お
願
い

し
た
い
。

　

集
落
排
水
の
普
及
率
は
次

の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

更なる集客が期待される「手・まめ・館」整備

答 問

簡
易
水
道
、集
落
排
水
の
普
及
率
は
、ま
た
、

水
質
検
査
や
浄
水
器
の
補
助
を
し
て
は

水
道
施
設
の
充
実
、
集
落
排
水
の
普

及
率
向
上
に
努
め
る
。
共
同
使
用
の

水
質
検
査
の
補
助
は
検
討
す
る
。

前
田　

雅
秀　

議
員

【水道普及率】
　給水世帯　　518戸（44.6％）
　給水人口　1,770人（42.4％）
〔村世帯数　1,161戸、村人口　4,174人：４月1日現在〕
【水道８施設の内訳】 

施　設　名 世帯数 給水人口
鮫 川 簡 易 水 道 ２４８ ８４６
渡 瀬 簡 易 水 道 １０３ ３８３
酒 垂 地 区 水 道 ２５ １１０
西 部 地 区 水 道 ２３ ９７
塚 本 地 区 水 道 ２７ ９４
水 口 地 区 水 道 ５１ ９８
余所内地区水道 ２９ ９８
青生野地区水道 １２ ４４  

【集落排水の普及率】集落、簡易排水　　　　　156戸（13.4％）
　　　　　　　　　　　合併浄化槽設置を加えた戸数　626戸（53.9％）
【集落排水の普及率】

施　　設　　名 世帯数 利用人口
鮫川村集落排水処理施設 １４５ ４３０
昼 間 の み 使 用（ 学 校 ） ３７ ８０９
戸倉地区簡易排水処理施設 １１ ４７



11　さめがわ議会だより第121号

　　　　　　　　　　村の考えを問う一 般 質 問

 

岡
部　
　

明　

議
員

村の将来に夢を持てるような施策を
　　　　　　　　どう講じていくのか
若者が農業に就農できる
　　　　　　　環境づくりに取り組む

 

質
問　

村
の
少
子
高
齢
化
現

象
か
ら
の
後
継
者
不
足
、
地

域
経
済
、
医
療
費
負
担
な
ど

様
々
な
問
題
が
で
て
く
る
と

予
想
さ
れ
る
。

　

新
潟
県
の
津
南
町
の
よ
う

に
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
最
悪

パ
タ
ー
ン
を
想
定
し
、
職
員

で
項
目
と
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

そ
の
中
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
、
住
民
懇
談
会
で
検
討
し

協
議
を
す
べ
き
と
思
う
。

　

本
村
も
達
成
感
、
充
実
感

を
得
て
担
い
手
を
育
て
る
策

を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
が
考
え
を
伺

う
。

             
 

答
弁
（
村
長
）

　

将
来
に
夢
を
持
て
る
施
策
、

将
来
の
担
い
手
を
育
て
る
施

策
と
し
て
、
村
が
取
り
組
ん

で
い
る
「
豆
で
達
者
な
村
づ

く
り
」
も
有
効
な
施
策
の
ひ

と
つ
と
考
え
る
。
ま
た
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
を
守
り
、

里
山
の
景
観
を
守
り
、
住
民

の
健
康
を
守
る
こ
と
が
こ
の

事
業
の
目
的
で
あ
る
。

　

い
ま
、
都
市
部
の
住
民
、

特
に
若
者
の
地
方
志
向
が
高

ま
り
つ
つ
あ
り
、
農
業
や
農

村
に
関
心
が
あ
る
若
者
が
増

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時

の
流
れ
を
捉
え
、
村
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
。

               
 

再
質
問  

病
気
や
老
齢
化
の

た
め
に
農
業
経
営
が
で
き
ず

に
遊
休
地
が
増
え
て
い
る
。

村
は
こ
の
状
態
を
踏
ま
え
て
、

懇
談
会
の
開
催
や
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
っ
て
方
向
を
見
い

だ
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

 

答
弁
（
村
長
）

　

中
山
間
で
も
夢
や
希
望
を

持
て
る
よ
う
な
農
業
づ
く
り

が
村
の
課
題
だ
。
有
機
農
業

も
鮫
川
村
だ
か
ら
で
き
る
施

策
で
あ
る
。
高
齢
者
の
支
援
、

若
者
が
農
業
に
就
農
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
む
。

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
桧
原
湖
・
北
塩
原
村

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
な
ど
を
視
察

７
月
６
日　

議
員
研
修
視
察

　

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
桧
原
湖
は
、

全
天
候
型
４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
、

全
長
３
㎞
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
を
備
え
る
。
全
国

各
地
の
強
豪
陸
上
選
手
が
訪
れ
、

年
間
利
用
者
は
４
，
０
０
０
人

を
超
え
る
。

陸上トラックにて施設の説明を受ける

担い手育成が大きな課題である農業振興
（東京農大カレッジ講座生による田植え体験）



「
さ
ぎ
り
荘
」建
設
事
業
費
補
正

一
般
会
計
５
７
７
２
万
９
千
円
を
追
加

補
正
後
予
算
額
30
億
５
５
９
０
万
８
千
円

さめがわ議会だより第121号　12

新装改築に期待が高まる村民保養施設建設現場

　

平
成
22
年
第
６
回
臨
時
会

は
、
７
月
14
日
に
開
催
さ
れ
、

22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
の
１
議
案
が
提
案

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

　

今
回
の
補
正
内
容
は
、
村

民
保
養
施
設
整
備
事
業
（
さ

ぎ
り
荘
）
に
関
す
る
案
件
で
、

６
月
定
例
会
で
補
正
予
算
が

行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
建

築
確
認
申
請
や
温
泉
法
に
基

づ
く
許
可
申
請
の
協
議
が
進

み
、
実
施
設
計
を
組
ん
だ
結

果
、
入
札
執
行
に
予
算
不
足

が
生
じ
た
た
め
追
加
補
正
予

算
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
７

７
２
万
９
千
円
を
追
加
し
予

算
総
額
30
億
５
５
９
０
万
８

千
円
と
し
た
。

財
政
調
整
基
金
交
付
金
繰
入

金
１
７
７
２
万
９
千
円
追
加

村
債　

過
疎
対
策
事
業
債

４
０
０
０
万
円
追
加

村
民
保
養
施
設
（
さ
ぎ
り
荘
）

建
設
工
事
請
負
費

５
７
４
０
万
円
追
加

村
民
保
養
施
設
進
入
路
用
地

取
得
購
入
費　
　
　

６
万
８
千
円
追
加

届
出
手
数
料26

万
１
千
円
追
加

　
　

①
さ
ぎ
り
荘
の
敷
地
造

成
の
進
捗
状
況
は
。
②
財
政

調
整
基
金
の
取
崩
し
後
の
残

高
は
い
く
ら
か
。
③
数
々
の

追
加
設
計
だ
が
、
こ
れ
ら
設

計
は
当
初
の
委
託
設
計
会
社

か
。　
　
（
前
田　

武
久
議
員
）

 

答
弁　

村
長　

　

①
敷
地
造
成
（
建
物
取
壊

し
）
は
順
調
に
進
ん
で
い

る
。
②
今
回
補
正
予
定
額
の

１
７
０
０
万
円
を
取
り
崩
す

と
現
残
高
が
４
億
円
程
度
と

な
る
。
③
設
計
会
社
は
、
㈲

ウ
エ
ガ
イ
ト
建
築
設
計
事
務

所
に
委
託
し
て
い
る
。

　
　

第
６
回
臨
時
村
議
会

歳
出
補
正

歳
入
補
正

質　
　

疑

問

質　
　

疑

質　
　

疑
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第
７
回
行
財
政
改
革
特
別

委
員
会
（
前
田
武
久
委
員
長

ほ
か
委
員
10
名
）
は
去
る
５

月
７
日
に
開
催
し
、
本
題
で

あ
る
「
議
会
改
革
」
の
検
討

事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

意
見
を
述
べ
議
論
を
交
わ
し

た
。
そ
の
う
え
で
項
目
ご
と

の
委
員
会
採
決
を
行
い
委
員

会
と
し
て
の
改
革
案
が
決
定

し
た
。　
　
　

　

中
心
課
題
で
あ
る
次
期「
議

員
定
数
」
に
つ
い
て
は
、
２

議
席
数
を
減
と
す
る
「
定
数

10
人
」
と
現
状
維
持
の
「
定

数
12
人
」
と
で
意
見
が
分
か

れ
た
。
採
決
の
結
果
「
定
数

10
人
」
に
賛
成
委
員
が
５
名
、

「
定
数
12
人
」
に
賛
成
委
員
が

６
名
と
な
り
、
現
状
維
持
の

12
議
席
を
維
持
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
次
期
「
議
員
報
酬
」

に
つ
い
て
は
、
既
に
25
％
の

報
酬
削
減
を
実
施
し
て
お
り
、

県
内
で
は
一
番
低
い
、
月
額

報
酬
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
状
維
持
を
全
委
員
で
決
定

し
た
。

　

議
員
定
数
削
減
は
、
３
年

前
に
14
か
ら
12
に
削
減
し
た

経
緯
が
あ
る
。
こ
の
定
数
12

は
村
民
の
代
弁
者
と
し
て
、

ま
た
、
議
決
機
関
の
役
割
を

充
分
に
機
能
維
持
す
る
た
め

必
要
な
議
席
数
で
あ
る
と
し
、

こ
れ
を
維
持
す
る
意
見
と
、

村
人
口
減
に
よ
る
見
直
し
を

行
い
、
村
民
の
支
持
も
得
ら

れ
る
２
議
席
削
減
と
に
分
か

れ
た
。
ま
た
、
２
議
席
削
減

に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
直

接
低
下
す
る
も
の
で
は
な
く
、

議
員
意
識
を
変
え
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
意
見
も
出
た
。

村
民
の
代
弁
者
・
議
会
機
能
重
視
意
見
と

村
人
口
減
で
２
議
席
削
減
妥
当
意
見
に
大
別

「
議
員
定
数
」
削
減
意
見
に
一
長
一
短検討が行われる行財政改革特別委員会

行財政改革特別委員会改革案採決結果（議会関係）
検討項目 検討のコメント 採決結果 説　　　　　明

議 員 定 数 定数「12」の検討 現状維持決定
議 員 報 酬 報酬額の検討 現状維持決定

「一問一答」方式 質問方式の検討（現行は
一括質問方式） 併用制で導入を決定

一般質問に「一問一答」方式を
取入れる。この場合、質問回数
制限等しない。

夜間、休日議会 導入検討 現状決定 ただし、休日議会は住民要望等
を勘案していく

広報編集委員会 編集委員の規定化 位置付けをする
政 務 調 査 費 条例化の検討 （継続検討）
費 用 弁 償 議会会議等は支給対象外 現状維持決定
委 員 長 手 当 手当新設の検討 現状維持決定 手当の支給はしない

「議員定数」は現状維持の12人で決まる「議員定数」は現状維持の12人で決まる
「定数10」に賛成５名、「定数12」に賛成６名「定数10」に賛成５名、「定数12」に賛成６名



■　

鮫
川
村
へ
の
定
住
の
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
。

　

生
ま
れ
は
私
が
群
馬
県
太
田
市

で
、
妻
は
東
京
の
八
丈
島
で
す
。

東
京
い
す
ゞ
㈱
に
７
年
間
勤
務
後

27
歳
で
独
立
し
、
個
人
で
自
動
車

修
理
業
を
営
む
傍
ら
、
11
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
を
購
入
し
運
送
業
を
38
年

間
続
け
ま
し
た
。
65
歳
に
な
っ
た

時
に
ト
ラ
ッ
ク
が
壊
れ
た
の
と
危

険
が
伴
う
仕
事
の
た
め
、
妻
の
説

得
も
あ
り
引
退
し
ま
し
た
。当
時
、

付
き
合
い
の
あ
り
ま
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
利
根
川
先
生
の
紹
介
と
息

子
が
調
べ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

情
報
に
よ
り
鮫
川
村
に
越
し
て
き

ま
し
た
。

■　

鮫
川
村
の
印
象
は
い
か
が
で

す
か
。

　

自
然
が
豊
か
で
大
変
静
か
な
所

で
す
ね
、
た
だ
、
移
住
し
て
来
た

人
に
と
っ
て
は
も
っ
と
気
軽
に
話

し
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
村
人
の
何
気
な
い
一
言
に

よ
っ
て
、
心
が
癒
さ
れ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
人
と
の
あ
い
さ
つ
や

会
話
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

元
気
な
村
づ
く
り
の
た
め
に
も
あ

い
さ
つ
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

■　

鮫
川
村
へ
の
要
望
や
提
言
は

あ
り
ま
す
か
。　

　

今
以
上
に
、
若
者
を
呼
び
育
て

る
土
壌
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
農
業
や
林

業
に
魅
力
が
持
て
る
施
策
づ
く
り

も
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■　
村
議
会
活
動
に
臨
む
こ
と
は
。

　

冒
険
心
を
持
っ
て
行
動
し
、
若

者
の
育
成
と
希
望
の
持
て
る
村
づ

く
り
に
邁
進
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

さめがわ議会だより第121号　14

　

皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
議

会
を
傍
聴
し
ご
感
想
や
ご
提

言
も
お
待
ち
し
ま
す
。

　

次
回
の
定
例
会
は
９
月
中

旬
予
定
で
す
。

　

村
の
い
た
る
所
で
ホ
タ
ル
の

姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
発
す
る
光
は
私
た
ち
の
心

に
癒
し
を
与
え
、
風
土
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
美
し

い
田
園
風
景
を
ぜ
ひ
後
世
に
伝

承
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
議
会
で
は
各
議
員
が

村
を
良
く
し
た
い
と
の
考
え
の

も
と
、
多
く
の
改
革
案
を
出
し

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
村
民
の
代
弁
者
と
し
て

の
思
い
を
議
会
だ
よ
り
を
通
じ

て
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　
　
（
編
集
委
員　

宗
田
雅
之
）

鷲沢義輝さんご夫妻

現在シルバーセンターに勤めて
います。合間の野菜作りが楽し
みだそうです。

　
鮫
川
村
の
人
口
が
年
々
減
少
す
る
な
か

で
、
都
市
の
生
活
を
後
に
し
て
定
住
す
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
方
々
の
経
験

や
考
え
方
、
ご
意
見
は
新
た
な
村
づ
く
り

に
と
っ
て
「
重
要
な
村
民
の
声
」
で
す
。

　
今
回
は
、
鷲
沢
義
輝
さ
ん
（
大
字
赤
坂

東
野
字
広
畑
）
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
⑦

編

集

後

記

　

５
月
25
日
開
催
さ
れ
た
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
に
お
い
て
、
村
議
会
議
員
と
し
て
20
年
以

上
に
わ
た
り
、
地
域
の
振
興
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
の
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
、
６
月
定
例
会
の
席
上

で
前
田
三
郎
議
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

前
田
武
久
議
員
に

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
長

　
　
　
　

特
別
表
彰
を
伝
達

■
発
　
行
　
福
島
県
鮫
川
村
議
会

〒
963-8401　

鮫
川
村
大
字
赤
坂
中
野
字
新
宿
39番

地
5

TE
L 　0
2
4
7
-4
9
-3
1
9
8　
FA
X
　0
2
4
7
-4
9
-3
3
6
3

■
編
集
者
　
議
会
広
報
委
員
会

さ
め
が
わ

議
会
だ
よ
り
N
o.121 　 平

成
22年

７
月
発
行


